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あなたの声をお聞かせください

山辺青年会議所の皆さん

私たちと一緒に活動して
みませんか？

町の皆さんに山辺青
年会議所の活動を
知って欲しいです。

20
歳
か
ら
40
歳
ま
で
、

男
女
を
問
わ
ず
ど
な
た

で
も
入
会
で
き
ま
す
。

町を盛り上げる活動を
しています。

東村山AGASUKEマルシェは
私たちが主催しました!!

子
ど
も
達
の
健
全
育
成

に
関
わ
る
事
業
も
や
っ

て
い
ま
す
。

わたしたちは社会活動を応援します

編
集
後
記

https://www.town.yamanobe.yamagata.jp/
◎町ホームページから、議会だよりが閲覧できます。
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伊
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博
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安
達
峰
一
郎
記
念
保
育
所
の
運

動
会
が
、
９
月
21
日
、
町
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
心
配

さ
れ
た
雨
も
ど
こ
に
行
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
絶
好
の
運

動
会
日
和
の
も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
か
け
っ
こ
で
は
、
ゴ
ー
ル
テ
ー

プ
の
手
前
で
立
ち
止
ま
る
子
ど
も

達
も
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
ス
ト
ッ

プ
だ
と
勘
違
い
し
た
の
で
し
ょ
う

か
。
あ
わ
て
て
か
け
よ
っ
た
先
生

方
に
う
な
が
さ
れ
、
み
ん
な
一
緒

に
ゴ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。

　
秋
空
に
輝
く
子
ど
も
達
の
笑
顔

は
、
町
民
み
ん
な
の
金
メ
ダ
ル
の

よ
う
で
し
た
。

　
あ
れ
ほ
ど
の
暑
さ
だ
っ
た
の

に
、
今
夜
は
虫
の
音
が
心
地
よ

く
響
い
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
９
月
、
新
し
い
議

員
が
誕
生
し
、
議
会
だ
よ
り
を

担
当
す
る
「
広
報
常
任
委
員
会
」

の
委
員
も
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
同
様
、
読
み
や
す
く

わ
か
り
や
す
い
紙
面
と
な
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
さ
ま
の
と
こ
ろ
へ
、

緊
張
し
な
が
ら
取
材
に
伺
う
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

際
に
は
、
ぜ
ひ
、
笑
顔
で
迎
え

て
く
だ
さ
い
ね
。

竹
俣 

朋
　
記 

　10月12日から13日にかけ、台風19号が日本列島を横断し、山辺町では初めて避難勧告が発令され
ました。当町では大きな被害は確認されておりませんが、全国的には甚大な被害が発生しております。
この災害でお亡くなりになられた方々のご冥福をお祈りするとともに、被災された方々へ衷心より
お見舞い申し上げます。被災された地域の一刻も早い復旧、復興をお祈りいたします。

議会議員一同
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106
9

第３回臨時会

９月定例会

町政のここはどうする？ 一般質問

広報常任委員会の紹介

こ
こ
が
ゴ
ー
ル
!?

　こ
こ
で
止
ま
る
の
ね
っ
!?

写真／安達峰一郎記念保育所運動会
（関連記事 16ページ）
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第 3 回
臨時会

りん か いじ

９月２日

議　長 樋口 和男 氏
副議長 斉藤 昭彦 氏

令和元年　新しい議員の誕生！

　
８
月
25
日
に
行
わ
れ

た
町
議
会
議
員
選
挙

後
、
新
人
３
人
が
加
わ

り
、
新
体
制
で
初
の
臨

時
会
を
９
月
２
日
に
開

催
し
、
議
長
に
樋
口
和

男
氏
、
副
議
長
に
斉
藤

昭
彦
氏
を
選
出
し
ま
し

た
。

　

議
長
は
投
票
と
な

り
、樋
口
和
男
氏
９
票
、

武
田
啓
一
郎
氏
３
票
の

獲
得
で
し
た
。
副
議
長

は
指
名
推
選
と
な
り
ま

し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
委

員
、
特
別
委
員
会
委
員

な
ど
を
選
任
し
、
４
年

間
の
議
会
活
動
が
始
ま

り
ま
し
た
。

開
か
れ
た
議
会
、住
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
す
！

�

～
新
人
３
人
が
当
選
～

副
議
長
あ
い
さ
つ

�

斉
藤
　
昭
彦

　

令
和
元
年
、
新
元
号
の

も
と
町
議
会
議
員
の
改
選

が
行
わ
れ
、
９
月
の
第
３

回
臨
時
会
に
お
い
て
、
副

議
長
の
重
責
を
担
う
事
に

な
り
ま
し
た
。
議
長
を
補

佐
し
、
円
滑
な
議
会
運
営

を
心
掛
け
る
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
も
一
層
、
気
を

引
き
締
め
て
議
会
活
動
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
た
び
の
議

会
選
挙
の
投
票
率
は
62

パ
ー
セ
ン
ト
弱
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
結
果
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
今
ま
で
の

議
会
活
動
を
精
査
し
な
が

ら
、
町
民
皆
さ
ま
の
期
待

と
関
心
を
少
し
で
も
高
め

て
い
け
る
よ
う
、
足
元
か

ら
着
実
に
歩
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

町
民
の
声
を
大
切
に
す

る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
山

辺
町
の
将
来
を
担
っ
て
い

く
子
ど
も
達
が
安
全
・
安

心
に
学
校
へ
登
下
校
で
き

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
見

守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
５
次
山
辺
町
総
合
計

画
の
推
進
に
向
け
て
町
民

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
得
な

が
ら
前
進
す
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。
町
民
皆
さ
ま

に
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
を
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

議
長
あ
い
さ
つ

�

樋
口
　
和
男

　

令
和
の
新
時
代
を
迎
え
、

夢
と
希
望
に
満
ち
、
さ
ら

に
繁
栄
し
続
け
る
社
会
で

あ
り
た
い
と
誰
し
も
願
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
の
30
年
間
で
大
き

く
変
わ
っ
た
一
つ
が
、「
人

口
減
少
」
と
い
う
私
た
ち

が
経
験
し
た
こ
と
が
な
い

社
会
現
象
で
あ
り
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
耳
を
傾
け
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
は
今
後
ど
う

あ
る
べ
き
か
。
そ
の
方
向

性
が
問
わ
れ
る
時
代
に
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
、
中
心
市
と
そ
の

周
辺
自
治
体
が
圏
域
を
作

り
、
従
来
の
公
共
施
設
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
運
営
す

る
流
れ
に
な
り
つ
つ
あ
り
、

縮
小
し
つ
つ
も
充
実
さ
せ

て
い
く
「
縮
充
」
の
時
代

と
も
言
え
ま
す
。

　

議
会
は
、
提
出
さ
れ
た

議
案
を
精
査
し
、
施
策
の

実
現
可
能
の
有
無
を
判
断

し
、
議
会
に
住
民
参
画
の

機
会
を
設
け
る
な
ど
の
工

夫
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

日
々
刻
々
と
変
化
し
て

い
く
時
代
の
中
、
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
、
さ
ら

な
る
住
民
福
祉
の
向
上
と

町
政
発
展
に
向
け
鋭
意
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
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和
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朋

◇
行
財
政
調
査
特
別
委
員
会

　
◎
鍋
倉
　
竹
志
　
　
○
佐
藤
　
利
和

　
　
斉
藤
　
昭
彦
　
　
　
武
田
啓
一
郎

　
　
遠
藤
真
由
美
　
　
　
神
保
　
　
稔

　
　
渡
邉
　
裕
二
　
　
　
安
達
　
春
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伊
藤
　
恭
子
　
　
　
峯
田
　
　
博

　
　
竹
俣
　
　
朋

◇
最
上
川
中
部
水
道
企
業
団
議
会
議
員

　
　
武
田
啓
一
郎
　
　
　
神
保
　
　
稔

　
　
渡
邉
　
裕
二

◇
山
形
広
域
環
境
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
遠
藤
真
由
美
　
　
　
安
達
　
春
彦

◇
山
辺
町
監
査
委
員
（
議
選
）

　
　
安
達
　
春
彦

◇
山
辺
町
振
興
審
議
会
委
員

　
　
武
田
啓
一
郎
　
　
　
遠
藤
真
由
美

　
　
安
達
　
春
彦
　
　
　
峯
田
　
　
博

◇
山
辺
町
都
市
計
画
審
議
会
委
員

　
　
斉
藤
　
昭
彦
　
　
　
伊
藤
　
恭
子

　
　
佐
藤
　
利
和
　
　
　
竹
俣
　
　
朋

◇
山
辺
町
社
会
教
育
委
員

　
　
佐
藤
　
利
和
　
　
　
竹
俣
　
　
朋

◇
山
辺
町
ふ
る
さ
と
資
料
館
運
営
委
員
会
委
員

　
　
佐
藤
　
利
和

◇
山
辺
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

　
　
神
保
　
　
稔
　
　
　
峯
田
　
　
博

◇
山
辺
町
介
護
保
険
運
営
協
議
会
委
員

　
　
鍋
倉
　
竹
志
　
　
　
伊
藤
　
恭
子

◇
山
辺
町
地
域
包
括
支
援
員

　
　
鍋
倉
　
竹
志

◇
山
辺
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

　
　
武
田
啓
一
郎

◇
民
生
児
童
委
員
推
薦
協
議
会

　
　
樋
口
　
和
男
　
　
　
神
保
　
　
稔

◇
山
辺
町
社
会
福
祉
協
議
会
監
事

　
　
神
保
　
　
稔

◇
山
辺
町
観
光
協
会

　
副
会
長
　
樋
口
　
和
男

　
理
　
事
　
斉
藤
　
昭
彦

各
委
員
会
等
の
構
成
◎
委
員
長

○
副
委
員
長
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さらなる安全・安心・暮ら　しやすいまちづくりの推進 第３回定例会
９月13日～27日

認
定

みんなの暮ら
しに　

こう役立ちま
した！

平成 30 年度 一般会計・特別 　 会計総額 90 億 7152 万円

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　

第
３
回
定
例
会
で
は
、
町
教
育
委
員
任
命
の
同
意
を
は
じ
め
、

条
例
の
改
正
４
議
案
、
一
般
会
計
決
算
お
よ
び
特
別
会
計
決
算
５

議
案
、
な
ら
び
に
補
正
予
算
を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
道
路
線
の
認
定
、
選
挙
管
理
委
員
と
補

充
員
の
選
挙
に
つ
い
て
も
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
公
営

企
業
の
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

監査委員報告
　平成 30年度一般会計および特別会計の歳入歳出決算について、それぞれの関係諸帳簿、証拠書類と
照合した結果、適正に処理されているものと認める。
　なお、次の事項について、今後一層努力されることを望みたい。
1. 現在取り組んでいる各事業については、PDCAサイクル※による「Ｃ」の検証と見直し、改善を実施
されたい。
2. 予算に対して多額の不用額が見受けられる課もあるため、早い段階で精査し、減
額補正を行うなど、適正な財政運営を図られたい。
3. 各種事業や団体に補助金を交付している場合は、長期にわたり恒常的に安易に交
付していないか、本来の趣旨に沿った補助内容なのか、補助金の額が適正なのか、
十分調査、点検、検証するよう検討されたい。
4. 消耗品費や光熱水費については、本庁舎はもちろんのこと町施設全体で節減に関
して再度意思の統一を図りながら、徹底した節減に努められたい。
5. 常に職場環境をはじめ業務内容などの点検・整備を行いながら、意欲的な職員の
育成ならびに健康増進に努められたい。 渡邊俊博代表監査委員

平成 30年度一般会計主な重点事業
☆ふるさと応援事業
平成 30 年度寄附状況（県内：53 件、県外 7,426 件 )

　

寄　　附　　目　　的 件　数 金　　　額

①子育てと元気のまちに関する事業 　4,325 件 66,412,000 円
②こだわりの「ものづくり」のまちに

関する事業 　1,296 件 22,432,790 円

③協働と安全安心のまちに関する事業 　　280 件 4,290,000 円

④町政一般に対する寄附 　1,578 件 24,054,000 円

計 　7,479 件 117,188,790 円

　記念品：さくらんぼ、りんご、ラ・フランス、米、豚肉、カーペット類
　　　　　酒類その他　201 品目

平成30年度　決算状況
項　　　　目 歳入決算額 歳出決算額

一　　般　　会　　計 53億8966万667円 52億5176万9314円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険  14 億 4637 万 326 円 14 億　46 万 8315 円

簡 易 水 道 等 2204 万 6083 円 2134 万 9173 円

公 共 下 水 道 5 億 112 万 3261 円 5 億 112 万 3261 円

介 護 保 険 15 億 4092 万 3969 円 15 億　68 万 6813 円

後期高齢者医療 １億 7139 万 9842 円 １億 6887 万 4342 円

計 36億8186万3481円 35億9250万1904円

合　　　　計 90 億 7152 万 4148 円 88 億 4427 万 1218 円

◎豊かで活力のある産業のまちづくり
１億1686万円

商工業・観光振興／農業担い手育成支援／有害鳥獣被害対策／玉虫沼農村公園委託／三河尻排水路整備など

◎美しく住みやすい安全・安心なまちづくり

３億7904万円
コミュニティバス運行／山辺温泉保養センター委託／防犯事業／地域コミュニティ推進／交通安全事業／
住宅建設支援／除雪事業／常備消防活動／消防団活動／ドクターヘリ支援など

◎人にやさしい環境型のまちづくり

１億5035万円
エネルギー回収施設負担／ごみ減量化対策／ごみ処理対策など

◎健やかで安らぎのある助け合いのまちづくり

２億8440万円
疾病予防／母子保健／健やか健診・検診／健康延伸／子育て支援／保育の実施／幼稚園奨励補助／放課後児
童クラブ推進など

◎人と心と文化を育むまちづくり

１億8235万円
小・中学校管理／公民館管理／資料館・交流センター管理／芸能文化振興／体育スポーツ振興／体育施設維
持管理など

※ Plan（計画）・Do（実行）・Check（評価）・Action（改善）、この４つを繰り返すことにより継続的に改善していく手法のこと

2019vol.106 4やまのべ議会だより2019vol.1065 やまのべ議会だより

エネルギー回収施設（上山市） 非常時に備えた機器点検 山辺温泉保養センター



第
１
分
科
会

第
２
分
科
会

　９月 13日に、議長を除く全議員が所属する決算特別委
員会が設置され、委員長に神保稔氏、副委員長に渡邉裕二
氏を選出いたしました。19・20日は総務文教関係、24・
25日は厚生産業関係を審査し、27日の本会議にて全会一
致で認定しました。

総務文教厚生産業

どのように活かされたか！ Q＆A
町民の暮らし向上に 決算特別委員会チェック

緊急時すぐ飛べるドクターヘリ

総
務
課
・
防
災
対
策
課
・
税
務
課
・
会
計
課
・
政
策
推
進
課

教
育
委
員
会
教
育
課
・
議
会
事
務
局

町民皆さまに利用していただきた
いコミュニティバス

町
民
生
活
課
・
保
健
福
祉
課
・
産
業
課

農
業
委
員
会
・
建
設
課

2019vol.106 6やまのべ議会だより2019vol.1067 やまのべ議会だより

「ラベンダー祭」が開催されたかおりの広場

早期改修が待たれるウォータースライダー

Q 

イ
ノ
シ
シ
の
駆
除

対
策
は
。

A
被
害
防
止
対
策
協

議
会
を
組
織
し
活

動
し
て
い
る
が
被
害
は

年
々
増
え
て
い
る
。
そ
の

原
因
の
一
つ
と
し
て
、
耕

作
放
棄
地
の
増
加
や
、
果

樹
園
地
に
摘
果
し
た
果
実

を
放
置
し
て
い
る
状
況
が

考
え
ら
れ
る
。
地
域
全
体

と
し
て
被
害
防
止
へ
の
理

解
も
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
。

�

（
産
業
課
）

Q「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
祭
」

の
現
況
は
。

A
平
成
29
年
度
は
１

９
、
７
５
０
人
、

平
成
30
年
度
は
１
７
、
５

０
０
人
で
２
、
０
０
０
人

以
上
減
っ
た
。
こ
れ
は
、

気
象
状
況
が
主
な
原
因
と

考
え
ら
れ
る
。

�

（
産
業
課
）

Q
森
林
病
害
虫
の
状

況
は
。

０
セ
ン
チ
以
上
の
塀
は
設

置
で
き
な
い
。

�

（
建
設
課
）

Q
町
営
バ
ス
利
用
者

が
前
年
度
と
比
べ

７
５
０
人
減
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
の
運
用
や
増
便

の
計
画
は
。

A
確
か
に
利
用
者
は

減
っ
て
い
る
。
運

転
免
許
証
の
自
主
返
納
者

に
対
し
無
料
乗
車
券
を
交

付
し
て
い
る
。
増
便
は
委

託
料
の
関
係
も
あ
る
た
め
、

現
在
の
と
こ
ろ
難
し
い
。

�

（
町
民
生
活
課
）

A
松
く
い
虫
の
駆
除

や
ナ
ラ
枯
れ
防
止

対
策
は
国
・
県
の
補
助
を

活
用
し
実
施
し
て
い
る
。

今
あ
る
ナ
ラ
に
り
患
し
な

い
よ
う
薬
剤
を
注
入
し
て

お
り
、
被
害
木
は
減
少
傾

向
に
あ
る
。

�

（
産
業
課
）

Q
ブ
ロ
ッ
ク
塀
補
助

金
の
内
容
は
。

A
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
撤

去
す
る
工
事
に
基

準
額
の
１
／
２
、
限
度
額

15
万
円
を
補
助
す
る
が
、

利
用
者
が
少
な
い
。
２
２

Q
山
辺
温
泉
保
養
セ

ン
タ
ー
の
修
繕
料

の
内
容
は
。

A
主
な
も
の
と
し
て

は
、
電
源
設
備
の

修
繕
や
源
泉
ポ
ン
プ
の
入

れ
替
え
な
ど
の
11
件
を
実

施
し
、
サ
ー
ビ
ス
維
持
に

努
め
た
。
な
お
、
指
定
管

理
者
が
行
っ
た
修
繕
は

入
っ
て
い
な
い
。

�

（
町
民
生
活
課
）

Q
風
疹
の
り
患
状
況

は
。

A
小
中
学
校
な
ど
か

ら
の
り
患
報
告
は

の
理
由
は
。

A
平
成
29
年
か
ら
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
利

用
で
情
報
の
連
携
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
減
少
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

�

（
税
務
課
）

Q
国
税
連
携
な
ど
、

ｅエ

ル

タ

ッ

ク

ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
状

況
は
。A

国
税
庁
か
ら
の
所

得
税
確
定
申
告

デ
ー
タ
件
数
は
、
昨
年
よ

り
１
・
２
倍
の
伸
び
と

な
っ
て
い
る
。

�

（
税
務
課
）

Q
男
女
共
同
参
画
事

業
の
実
施
状
況
は
。

A
６
月
に
Ｐ
Ｒ
を
実

施
し
た
。
県
が
進

め
て
い
る
、
子
育
て
応
援

企
業
の
周
知
に
も
努
め
て

い
る
。

�

（
政
策
推
進
課
）

Q
日
立
市
と
の
交
流

は
産
業
・
経
済
へ

Q
歳
入
全
体
で
「
今

後
一
層
財
政
状
況

が
厳
し
く
な
る
想
定
」と
は
。

A
人
口
減
少
に
伴
い

就
労
者
の
減
少
や
、

交
付
税
・
補
助
金
な
ど
、

国
・
県
の
動
向
に
よ
る
減

少
で
あ
る
。

�
（
総
務
課
）

Q
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
機
器

の
更
新
の
状
況
は
。

A
平
成
22
年
に
防
災

放
送
な
ど
を
設
置

し
た
。
そ
の
後
、
機
器
の

更
新
や
、
保
守
点
検
、
修

善
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

毎
年
防
災
放
送
塔
34
基
を

回
り
位
置
の
確
認
や
調
整

を
行
っ
て
い
る
。

�

（
防
災
対
策
課
）

Q
消
防
事
務
委
託
料

が
毎
年
増
加
し
て

い
る
が
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
支
援
車
両
の
出
動
件

数
は
。A

消
防
事
務
委
託
料

に
は
、
消
防
の
ほ

か
救
急
も
含
ま
れ
て
い
る
。

平
成
30
年
は
救
急
車
の
出

動
件
数
が
４
９
０
件
あ
り
、

年
々
増
加
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
消
防
施
設
の
維

持
管
理
費
が
増
加
し
て
い

る
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
支
援

車
両
の
出
動
は
３
回
だ
っ

た
。

�

（
防
災
対
策
課
）

Q
諸
証
明
手
数
料
が

減
っ
て
い
る
現
況

の
波
及
を
も
目
的
と
し
て

い
る
が
、
現
状
は
。

A
毎
年
お
互
い
の
産

業
祭
り
へ
出
品
し

て
い
る
。
日
立
市
の
製
品

が
当
町
に
納
品
さ
れ
た
り
、

当
町
の
製
品
が
日
立
市
に

納
品
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

交
流
は
息
の
長
い
事
業
と

考
え
る
。

�

（
政
策
推
進
課
）

Q
町
民
プ
ー
ル
の
目

玉
で
あ
る
ウ
ォ
ー

タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
が
使
用

で
き
な
い
状
態
だ
が
、
今

後
の
計
画
は
。

A
部
分
修
理
は
で
き

な
く
、
全
部
交
換

と
な
る
。
見
積
も
り
を

取
っ
て
い
る
が
、
予
算
と

の
兼
ね
合
い
が
あ
る
。

�

（
教
育
課
）

Q
Ｔ
ａ
ｉ
ｋ
ｅ
ｎ
堂

の
受
講
者
に
収
支

決
算
書
を
提
出
し
て
い
る

か
。A

提
出
し
て
い
な
い
。

今
後
、
検
討
す
る
。

�

（
教
育
課
）

な
い
。
大
人
に
つ
い
て
も
、

り
患
情
報
は
入
っ
て
い
な

い
。

�

（
保
健
福
祉
課
）

Q
結
婚
支
援
事
業
の

支
援
員
が
減
っ
て

い
る
が
、
今
後
は
。

A
令
和
元
年
度
よ
り

支
援
員
が
１
名
加

わ
っ
た
。
今
年
度
は
婚
活

イ
ベ
ン
ト
補
助
金
の
申
請

が
あ
り
、
一
団
体
が
開
催

予
定
。
い
ず
れ
に
し
て
も

支
援
員
は
必
要
で
あ
る
。

�

（
保
健
福
祉
課
）



54 　 3643 １億622
消費税率・子育て支援法の改正等に伴い 条例改正や補正予算などを

一般会計補正予算 １億622 万円を追加し、
特別会計補正予算

会計名 内　　　容 本年度予算額

国民健康保険特別会計 令和元年度山形県国民健康保険事業費納付金の額の確定によ
り、歳入歳出それぞれ 1990 万円を追加。

総額
15 億 1021 万円

簡易水道等特別会計 平成 30 年度の繰越金の確定と減額はなく、歳入予算額を
調整。

総額
3376 万円

介 護 保 険 特 別 会 計 平成 30 年度介護給付費等の確定により国・県・支払基金
への返還分 3182 万円を追加。

総額
 16 億 7624 万円

後期高齢者医療特別会計 平成 30 年度の繰越金の確定により、歳入歳出それぞれ
252 万円を追加。

総額
 1 億 6064 万円

令和元年度
可決

総額 54 億 3643 万円
主な条例の制定

・
山
辺
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
全
部
改
正

　

現
在
の
条
例
は
、
指
定
管
理
者
制
度
を
中
心
と
し
た
内
容
で
あ
る
も

の
を
、
町
も
指
定
管
理
者
同
様
、
保
養
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
を
可
能

と
す
る
た
め
に
条
例
を
改
正
す
る
。

・
町
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
に
関
す
る
利
用
者
負
担

額
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
用
語
な
ど
の
文
言
の

整
理
を
行
う
た
め
に
条
例
を
改
正
す
る
。

・
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
改
正
及
び
副
食
費
等
の
取
扱
い
の
整

備
を
行
う
た
め
、
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
を
改
正
す
る
。

・
町
医
療
給
付
金
支
給
条
例
の
一
部
改
正

　

令
和
元
年
5
月
17
日
に
「
山
形
県
医
療
給
付
事
業
補
助
金
交
付
規
程
」

の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
町
条
例
の
所
要
な
改
正
を
す

る
。

・
町
道
路
線
の
認
定

　

町
民
生
活
の
基
盤
の
安
定
を
図
る
た
め
、
境
ノ
目
団
地
16
号
線
（
延

長
約
74
ｍ
、
幅
員
６
ｍ
）
を
町
道
路
線
と
し
て
認
定
す
る
も
の
。

令
和
元
年
度
補
正
予
算

一
般
会
計
の
主
な
補
正
内
容

・
公
共
施
設
等
再
生
整
備
基
金
へ
の
積
立
て�

３
０
０
０
万
円
の
増
額

・
福
祉
灯
油
購
入
費
助
成�

�

１
７
０
万
円
の
増
額

・
介
護
保
険
料
第
1
か
ら
第
３
段
階
対
象
者
へ
の
軽
減
上
乗
せ

�

６
０
０
万
円
の
増
額

・
待
機
児
童
対
策
に
伴
う
一
時
預
か
り
事
業�

�

１
９
９
万
円
の
増
額

・
幼
児
教
育
無
償
化
対
策
に
伴
う
補
足
給
付
及
び
預
か
り
事
業
施
設
等
利
用
費

�

１
１
５
８
万
円
の
増
額

・
除
雪
体
制
の
充
実�

３
０
０
０
万
円
の
増
額

報
告
案
件

平
成
30
年
度
健
全
化
判
断
比
率
及
び
公
営
企
業
の
資
金
不
足
比
率

　

①
実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤
字
比
率
～
実
質
赤
字
な
し

　

②
実
質
公
債
費
比
率

　
　

Ｈ
28　
　
　

９
・
８
％

　
　

Ｈ
29　
　
　

９
・
７
％

　
　

Ｈ
30　
　
　

10
・
５
％

　

③
将
来
負
担
比
率

　
　

Ｈ
28　
　
　

80
・
１
％

　
　

Ｈ
29　
　
　

79
・
４
％

　
　

Ｈ
30　
　
　

61
・
３
％

　

④
資
金
不
足
比
率
～
資
金
不
足
額
（
赤
字
額
）
な
し

人
事
案
件

山
辺
町
教
育
委
員
会
委
員
任
命
の
同
意

　
　

白
田　

宗
綱�

氏

町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙

選
挙
管
理
委
員　
三
浦
陽
子
氏
・
吉
田
幸
市
氏
・
武
田
功
一
氏
・
村
山
賢
司
氏

　
　
　
補
充
員　
宗
田
一
彦
氏
・
大
松
昭
司
氏
・
樋
口
秀
顕
氏
・
元
木
幸
子
氏

議
会
が
「
政
策
提
言
書
」
を
町
に
提
出

　

町
の
政
策
が
発
展
的
、
効
率
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
総
務
文
教
常
任
委
員
会
、
厚
生
産
業

常
任
委
員
会
、
広
報
常
任
委
員
会
で
そ
れ
ぞ
れ
議
論
し
、
検
討
し
て
き
た
政
策
の
方
向
性

を「
提
言
書
」と
し
て
取
り
ま
と
め
、10
月
23
日
樋
口
和
男
議
長
か
ら
町
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

◎
働
き
方
改
革
で
職
場
環
境
見
直
し
を

　

町
職
員
の
健
康
診
断
や
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
で
は
、
ま
だ
ま
だ
高

ス
ト
レ
ス
の
状
況
に
あ
る
よ
う
だ
。
今

後
、
働
き
方
改
革
な
ど
、
更
な
る
職
場

環
境
の
見
直
し
と
と
も
に
、
仕
事
に
対

す
る
意
欲
と
能
力
を
十
分
発
揮
で
き
る

よ
う
講
じ
て
ほ
し
い
。

◎
豊
か
な
暮
ら
し
に
繋
が
る
財
政
運
営
を

　

第
３
次
行
財
政
改
革
大
綱
を
進
め
て

い
る
中
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
を
行

う
際
に
は
、
住
民
へ
の
説
明
責
任
を
明

確
に
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
安
全

安
心
で
豊
か
な
暮
ら
し
に
つ
な
が
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

◎
子
ど
も
た
ち
に
さ
ら
な
る
未
来
投
資
を

　

町
内
の
子
ど
も
た
ち
は
た
く
ま
し
く

育
っ
て
い
る
。
第
５
次
総
合
計
画
の
柱

の
１
つ
で
あ
る
「
子
育
て
と
元
気
の
ま

ち
」
に
基
づ
き
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
の

実
現
や
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
は
、
町

の
将
来
に
つ
な
が
る
の
で
、
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
全
般
に
渡
り
積
極
的

に
子
ど
も
た
ち
へ
の
未
来
投
資
を
図
る

こ
と
。

◎
さ
ら
な
る
健
康
寿
命
の
延
伸
を

　

超
高
齢
化
の
進
展
の
中
で
、
生
活
習

慣
病
や
重
症
化
な
ど
の
予
防
事
業
を
積

極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
町
民
の

健
康
に
対
す
る
意
識
を
さ
ら
に
向
上
さ

せ
る
な
ど
の
取
組
み
に
努
め
る
こ
と
。

◎
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
促
進
を

　

利
用
者
は
年
々
減
少
し
て
い
る
。
免

許
返
納
者
の
み
な
ら
ず
全
て
の
高
齢
者

に
無
料
乗
車
券
の
発
行
や
フ
リ
ー
区
間

の
設
定
な
ど
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
適
し
た

運
行
と
利
便
性
に
努
め
る
こ
と
。

◎
婚
活
事
業
の
積
極
的
な
推
進
を

　

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
と
融
合
し
た

事
業
を
開
催
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
企

画
、
支
援
に
努
め
る
こ
と
。

◎
山
辺
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
の
利
用
促

進
を

　

入
湯
者
は
年
々
減
少
し
て
い
る
。
運

営
者
の
創
意
工
夫
に
よ
り
利
用
者
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど
に
も
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
さ
ら
に
利
用
拡
大
に
向
け
た
点

検
、
検
証
を
行
い
、
快
適
な
施
設
の
利

用
に
努
め
る
こ
と
。

◎
有
害
鳥
獣
被
害
の
防
止
策
の
強
化
を

　

特
に
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
へ
の

被
害
が
年
々
増
加
し
、
ま
た
広
範
囲
化

し
て
い
る
。
防
止
策
の
さ
ら
な
る
強
化

と
早
急
に
行
政
間
で
の
緊
密
な
連
携
を

構
築
し
、
被
害
の
未
然
防
止
に
努
め
る

こ
と
。
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果樹対策

質問

町
の
特
産
品
り
ん

ご
に
異
変
、
黒
星

病
が
拡
散
し
て
い
る
。
把

握
状
況
と
防
疫
対
策
の
状

況
は
。

答弁

町
内
全
域
に
お
い

て
、
り
ん
ご
黒
星

病
の
発
生
が
見
ら
れ
、
特

に
６
月
下
旬
の
連
日
降
雨

に
よ
り
、
７
月
以
降
に
発

生
程
度
が
増
加
し
て
い
る
。

　

対
策
と
指
導
な
ど
に
つ

い
て
は
、
村
山
総
合
支
庁

農
業
技
術
普
及
課
を
中
心

に
「
Ｊ
Ａ
や
ま
が
た
果
樹

部
会
」
な
ど
の
生
産
団
体

を
介
し
て
、
生
産
農
家
に

対
す
る
指
導
お
よ
び
注
意

喚
起
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

８
月
の
「
山
辺
り
ん
ご
生

産
者
大
会
」
で
も
、
黒
星

病
対
策
の
研
修
会
が
開
催

さ
れ
、「
定
期
的
な
園
地

の
巡
回
」「
適
切
な
薬
剤

散
布
」「
発
病
果
の
摘
果
・

処
分
の
徹
底
」
な
ど
の
指

導
が
さ
れ
た
。

質問

町
内
農
薬
取
扱
店

の
中
に
は
、
対
策

に
躊
躇
手
を
こ
ま
ね
い
て

は
い
ら
れ
な
い
と
、
先
に

被
害
が
拡
散
し
た
青
森
か

ら
講
師
を
緊
急
で
招
き
、

農
薬
メ
ー
カ
ー
も
加
わ
り
、

公
開
講
習
会
を
開
催
。
山

形
県
で
は
使
用
を
進
め
て

い
な
い
湿
展
性
の
展
着
剤

の
話
題
が
浮
上
す
る
な
ど
、

対
応
は
時
間
と
の
闘
い
と

も
な
っ
て
い
る
。
行
政
は
、

危
機
管
理
と
し
て
、
最
大

限
迅
速
か
つ
効
果
的
な
支

援
対
策
を
陣
頭
指
揮
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答弁

薬
剤
に
は
効
果
が

期
待
さ
れ
る
が
、

薬
害
が
出
や
す
い
も
の
も

あ
る
。
り
ん
ご
黒
星
病
に

合
っ
た
選
択
、
適
正
使
用

し
、
安
全
に
使
っ
て
ほ
し

い
。

　

黒
星
病
に
関
す
る
情
報

は
、
緊
急
チ
ラ
シ
を
全
世

帯
に
配
布
す
る
な
ど
、
対

策
を
尽
く
し
て
い
く
。

質問

黒
星
病
に
よ
る
減

収
は
、
営
農
の
命

取
り
、
営
農
意
欲
の
喪
失

と
な
り
、
特
産
品
の
消
滅

に
も
な
り
か
ね
な
い
。
減

収
補
填
を
は
じ
め
、
防
除

費
用
に
対
す
る
助
成
措
置

も
検
討
す
べ
き
で
な
い
か
。

答弁

青
森
で
は
、
防
除

費
用
の
助
成
が
行

わ
れ
て
い
る
。
県
や
近
隣

市
町
の
情
報
を
把
握
し
、

通
常
年
と
の
差
額
の
試
算

を
行
い
な
が
ら
、
他
の
果

樹
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

質問

感
染
樹
木
お
よ
び

落
葉
、
落
下
果
実

な
ど
の
処
分
、
来
春
の
芽

出
し
ま
で
の
対
策
は
、
ど

の
よ
う
な
組
織
体
制
で
臨

ん
で
い
く
の
か
。

答弁

園
地
外
持
ち
出

し
、
埋
設
処
分
、

ビ
ニ
ー
ル
腐
熟
処
理
な
ど
、

県
お
よ
び
関
係
機
関
の
助

言
を
受
け
な
が
ら
適
切
な

処
理
を
周
知
し
て
い
く
。

　

翌
年
の
雪
解
け
後
の
堆

肥
散
布
な
ど
、
県
な
ら
び

に
Ｊ
Ａ
な
ど
と
連
携
し
て

指
導
し
て
い
く
。

質問

発
生
拡
散
の
源
と

も
な
っ
て
い
る
耕

作
放
棄
地
の
対
策
は
。

答弁

少
な
か
ら
ず
悪
影

響
を
与
え
る
。
農

地
の
適
正
管
理
、
耕
作
放

棄
地
な
ど
の
未
然
防
止
に

努
め
て
い
く
。

　

町
が
誇
る
り
ん
ご
を

守
っ
て
い
く
た
め
に
も
、

情
報
収
集
に
努
め
、
県
な

ど
専
門
機
関
と
協
力
し
、

適
切
な
対
策
に
努
め
て
い

く
。

武田啓一郎

　一般質問は、議員が町の行財政や将来に
対する考え方などを問い、適切な町政運営
を進めているかチェックするものです。
　山辺町議会では、年４回の定例会で議員
が一般質問をしています。

※一般質問は一問一答方式ですが、誌面の関係で主な質問と答弁を掲載しています。

武田啓一郎　 果 樹 対 策 　りんご黒星病対策など　緊急対策で農家を守って

竹俣　　朋　社 会 福 祉 　自立問題および当面の社会的弱者への支援策は

安達　春彦　 施 設 運 営 　公民館などの火気取り扱いならび
維持管理は

峯田　　博　国保税・高齢者補助 　①国民健康保険税の18歳以下の
子どもに対する「均等割額」廃止を
②ハンドル型の電動車いす使用の
方への補助金制度の新設を

９月の定例会では、４人の議員が一般質問を行いました。

町ホームページで
議会中継を
発信中!!

町政の
ここはどうする？

一般質問

傍聴しませんか　次回の定例会は 12月です。
お気軽にお越しください。電話023-667-1117（議会事務局）

りんご黒星病が確認されるりんご果実

　　　 
 

（町長）町が誇るりんごを守るため対策に努めていく

りんご黒星病対策など
緊急対策で農家を守って

満席となった黒星病対策の公開講習会では、盛ん
な質疑応答が…
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学びの場としての利用も期待

災害対応としての施設利用促進を

　　　自立問題および当面の
　　　社会的弱者への支援策は
（町長）限られた予算の中で支援事業を行っている

質問

長
ら
く
平
成
の
時

代
を
け
ん
引
し
て

き
た
町
長
の
政
治
信
条
は
。

答弁

「
公
平
・
公
正
・

公
開
」
を
基
本
理

念
に
、
多
様
な
住
民
の
声

の
存
在
を
尊
重
し
な
が
ら
、

そ
の
声
を
聴
く
こ
と
が
一

番
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、

さ
さ
や
か
で
も
住
民
一
人

ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

幸
せ
を
実
感
で
き
る
よ
う

に
、
一
歩
で
も
そ
の
幸
せ

に
近
づ
け
る
努
力
を
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て

き
た
。

質問

『
自
立
』
と
い
う

言
葉
を
最
近
は
安

易
に
使
う
傾
向
に
あ
る
が
、

『
自
立
』
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答弁

指
摘
の
通
り
、
自

ら
の
力
で
経
済
的

に
自
立
す
る
こ
と
は
生
活

を
し
て
い
く
う
え
で
当
然

重
要
な
こ
と
だ
。
し
か
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り

経
済
的
に
自
立
し
た
く
て

も
で
き
な
い
方
が
い
る
こ

と
も
事
実
だ
。
周
囲
の
配

慮
・
支
援
、
社
会
的
な
障

壁
の
除
去
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
の
社
会
参
加
な
ど
、

経
済
的
な
自
立
を
含
め
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
を
総
合
し

て
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。　

質問

具
体
的
に
経
済
的

自
立
対
策
を
行
う

考
え
は
。

答弁

福
祉
分
野
の
自
立

の
側
面
に
は
「
日

常
生
活
自
立
」
と
「
社
会

生
活
自
立
」
と
「
経
済
的

自
立
」
が
あ
る
。
人
は
誰

か
が
い
な
い
と
、
そ
し
て

何
か
が
な
い
と
生
き
て
い

け
な
い
も
の
だ
。頼
る
力
・

ま
か
せ
る
力
も
自
立
に
は

必
要
だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
住

民
の
声
を
受
け
一
歩
ず
つ

進
め
て
い
く
。

質問

高
齢
者
や
障
が
い

者
に
対
し
、
町
が

当
面
行
う
事
業
は
。

答弁

現
在
、
高
齢
者
に

対
し
、「
山
辺
温

泉
」
入
浴
回
数
券
の
購
入

助
成
、「
ピ
ン
と
シ
ャ
ン

教
室
」「
輝
ら
り
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
」「
い
き
い
き
教

室
」
を
開
催
し
て
い
る
。

在
宅
介
護
者
に
「
紙
お
む

つ
」
と
「
山
辺
温
泉
入
浴

券
」
の
支
給
、「
介
護
者

激
励
会
」
の
開
催
を
行
っ

て
い
る
。
障
が
い
者
支
援

と
し
て
、「
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
」「
福
祉
給
油
券
」
の

竹俣　　朋

質問

も
っ
と
自
由
に
公

民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し

た
い
と
い
う
利
用
者
の
声

が
あ
る
。
中
で
も
季
節
の

風
物
詩
の
芋
煮
を
屋
外
で

行
い
た
い
と
い
う
具
体
的

な
要
望
も
あ
る
が
、
現
在

は
駐
車
場
も
含
め
屋
外
で

火
を
使
用
す
る
こ
と
は
禁

止
と
な
っ
て
い
る
。
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠

点
と
し
て
、
よ
り
多
く
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
施
設
に

す
る
た
め
に
も
、
社
会
の

変
化
に
対
応
し
た
利
用
基

準
へ
と
緩
和
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

答弁

今
後
、
煙
や
火
災

の
危
険
性
な
ど
近

隣
住
宅
に
及
ぼ
す
影
響
な

ど
を
十
分
考
慮
す
る
と
と

も
に
、
公
民
館
と
情
報
を

共
有
し
連
携
を
図
り
な
が

ら
統
一
し
た
運
用
方
針
を

検
討
し
て
い
く
。

質問

社
会
教
育
と
い
う

観
点
で
現
代
に
合

わ
せ
た
災
害
対
策
を
施
設

で
日
常
的
に
行
え
る
よ
う

に
で
き
な
い
か
。

答弁

自
主
防
災
組
織
の

活
動
と
し
て
自
主

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
。
そ
の
防
災

訓
練
の
一
環
と
し
て
の
施

設
利
用
は
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

質問

社
会
教
育
法
に
よ

り
「
放
課
後
の
学

習
の
場
と
し
て
利
用
し
た

い
」な
ど
の
要
望
は
原
則
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

が
、こ
の
点
で
も
社
会
の
変

化
に
対
応
す
べ
く
利
用
基

準
を
緩
和
で
き
な
い
か
。

答弁

子
ど
も
た
ち
だ
け

を
対
象
と
し
た
利

用
が
可
能
か
ど
う
か
検
討

し
て
い
く
。

質問

老
朽
化
し
た
公
民

館
な
ど
に
関
し
て

は
、
維
持
管
理
コ
ス
ト
を

鑑
み
、
施
設
運
営
の
取
捨

選
択
を
議
論
し
、
新
し
い

こ
と
に
も
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答弁

今
後
の
課
題
の
ひ

と
つ
と
し
て
慎
重

に
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

質問

総
合
計
画
に
も
あ

る
よ
う
に
サ
ー
ド

プ
レ
イ
ス
※
と
し
て
の
利

用
手
段
を
拡
張
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答弁

地
区
公
民
館
を
地

域
の
拠
点
と
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

化
を
目
指
す
。

質問

さ
ら
な
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
促
進
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
メ

デ
ィ
ア
な
ど
を
活
用
し
情
報

発
信
を
強
化
で
き
な
い
か
。

答弁

町
の
Ｈ
Ｐ
が
有
効

だ
と
考
え
て
い

る
。
利
用
で
き
る
、
で
き

な
い
と
い
う
基
準
に
関
し

て
は
Ｈ
Ｐ
や
媒
体
で
の
掲

載
を
検
討
し
て
い
く
。

安達　春彦

社会福祉施設運営　　　 公民館などの火気取り扱い
　　　 ならび維持管理は

（町長）「みんながつながる 協働のまち やまのべ」の実現に向
けて地域コミュニティ活動の推進・支援を行いたい

交
付
を
し
て
い
る
。
ま
た

障
害
者
総
合
支
援
法
に
基

づ
き
、「
介
護
給
付
」「
訓

練
給
付
」「
就
労
支
援
」「
自

立
支
援
医
療
」「
補
装
具

の
支
給
」
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

質問

給
付
事
業
が
主
な

よ
う
だ
が
、
も
っ

と
積
極
的
な
町
独
自
の
事

業
は
な
い
の
か
。

答弁

限
ら
れ
た
予
算
の

中
な
の
で
、
先
ほ

ど
答
弁
し
た
内
容
で
ま
ず

は
行
っ
て
い
く
。

農村の原風景（大蕨棚田）
自然にとけこむ事業はできないだろうか…

障がいは個性
私たちだって、生涯働き、自立し、
心豊かに暮らせるはず

※自宅・職場に次ぐ居場所のこと。
　出会いや良好な人間関係のために重要な場。
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新しい町への挑戦

　　　　　国保税の18歳以下の
　　　　　「均等割額」廃止を

（町長）収入不足となり、法定外繰り入れは適切でない

質問

国
保
加
入
世
帯
で

子
育
て
世
帯
の
数

と
18
歳
以
下
の
子
ど
も
の

人
数
は
。

答弁

８
月
１
日
現
在
で

18
歳
以
下
の
子
ど

も
が
い
る
国
保
加
入
世
帯

数
は
80
世
帯
で
、
18
歳
以

下
の
国
保
加
入
者
数
は
１

３
０
人
。

質問

国
保
税
の
高
額
負

担
の
要
因
は
、「
均

等
割
額
」
が
あ
る
。
所
得

の
無
い
子
ど
も
の
人
数
に

か
か
る
「
均
等
割
額
」
を

18
歳
以
下
の
子
ど
も
に
は

減
免
で
き
な
い
か
。

答弁

均
等
割
を
軽
減
す

る
と
、
国
保
税
の

収
入
に
不
足
が
生
じ
、
不

足
分
を
補
填
す
る
必
要
が

生
じ
る
。
国
保
会
計
の
赤

字
解
消
の
た
め
の
法
定
外

繰
り
入
れ
を
解
消
す
る
と

し
た
制
度
改
革
の
趣
旨
に

そ
ぐ
わ
な
い
。

　

ま
た
、
国
が
行
う
支
援

策
で
あ
る
保
険
者
努
力
支

援
制
度
で
は
、
法
定
外
繰

り
入
れ
を
行
う
と
交
付
さ

れ
る
金
額
が
少
な
く
な
り
、

法
定
外
繰
り
入
れ
は
適
切

で
は
な
い
。

質問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
利
用
者
か
ら
、

「
休
日
の
運
行
」
や
「
運

行
の
増
便
を
」
と
か
、
障

が
い
者
か
ら
は
「
停
留
所

が
遠
い
」
と
の
要
望
は
。

答弁

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
実
施
で
は
、
そ
の
内
容

の
要
望
は
な
く
、
現
在
の

と
こ
ろ
問
題
点
は
な
い
と

考
え
る
た
め
、
こ
の
ま
ま

継
続
し
て
い
く
。

　

増
便
は
人
件
費
な
ど
の

負
担
増
、
指
定
管
理
料

の
増
額
に
つ
な
が
る
た
め
、

難
し
い
。

質問

町
場
で
の
フ
リ
ー

ス
ト
ッ
プ
は
。

答弁

交
差
点
か
ら
５

メ
ー
ト
ル
以
内
は

停
車
で
き
な
い
。
バ
ス
停

は
交
差
点
の
30
メ
ー
ト
ル

以
内
は
設
置
で
き
な
い
な

ど
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な

条
件
が
あ
り
難
し
い
。

電
動
車
い
す
へ
の
補
助

金
制
度
新
設
を

質問

運
転
免
許
証
の
自

主
返
納
者
、
足
腰

が
弱
く
な
っ
て
い
る
高
齢

者
が
電
動
車
い
す
を
利
用

し
、
移
動
す
る
こ
と
へ
の

「
移
動
の
自
由
の
保
障
」
は

基
本
的
人
権
を
守
る
こ
と

峯田　　博

で
あ
る
。
電
動
車
い
す
の

利
用
者
へ
の
補
助
制
度
の

新
設
を
。

答弁

町
独
自
の
補
助
制

度
の
創
設
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
困
難
で
あ
る
。

質問

電
動
車
い
す
利
用

者
が
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
な
安
全
対
策
は
。

答弁

現
状
で
は
「
ゆ
ず

り
合
い
の
精
神
」

で
周
囲
を
確
認
し
通
行
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、
整
備
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
道
路
や
道
路
を
改

良
す
る
場
合
は
歩
道
設
置

を
検
討
し
て
い
く
。

シルバーカー（電動車いす）

すくすく育て、のべっ子

国保税と高齢者
補助

３
人
の
議
員
が
退
任

私
た
ち
が
手
づ
く
り
し
て
い
ま
す

�

広
報
常
任
委
員
会

　

８
月
の
改
選
に
あ
た
り
、
３
名
の
議
員
が
退
任
さ

れ
ま
し
た
。
町
民
皆
さ
ま
の
負
託
を
受
け
、
声
を
届
け
、

町
政
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
議
員
改
選
に
と
も
な
っ
て
、
広
報
常

任
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
も
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
に
手
に
取
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る

議
会
広
報
紙
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
各
議
員
の
思
い

が
つ
ま
っ
た
「
一
般
質
問
」
の
ペ
ー
ジ
や
、「
議
員
の

あ
い
さ
つ
」
の
部
分
は
な
る
べ
く
そ
の
ま
ま
掲
載
し
ま

す
が
、
そ
れ
以
外
の
文
章
は
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
記

事
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
意

味
？
や
、
こ
こ
は
ど
の
よ
う
な
事
？
な
ど
、
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
れ
ば
何
で
も
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

議
会
報
告
会
や
出
前
議
会
な
ど
、
皆
さ
ま
と
直
接
お

話
す
る
機
会
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意

見
を
町
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

齋藤　邦彦 氏
在職８年

渡辺　知広 氏
在職 12年

本田四志子 氏
在職 12年

みなさん、お疲れ様でした

イベント 場　所 期　日 内　容 問合せ

山
形
市

第６回
山形ビッグウイング
フェスティバル

山形ビッグウイング
11月30日
～

12月１日

「食」をテーマにした「村山広域７市
７町うまいものフェア」と様々なイ
ベントが同時に開催されます。

山形ビッグウイング
℡　023-635-3100

上
山
市
上山城元旦登城 上山城 １月１日

上山城の天守閣で「三つの吉」と書く、
三吉山からの初日の出パワーを貰い
ましょう。先着300名にプレゼント
進呈します。

上山城郷土資料館
℡　023-673-3660

イベ トン 報情

町の災害情報メールに
ご登録ください。

https://service.sugumail.com/yamanobe/（携帯）
https://service.sugumail.com/yamanobe/member/（PC）緊急時に

町からのお知
らせが届きます。 ☎ 023-629-0011電話でも内容が確認できます

議会だよりへのご意見もぜひお聞かせください
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